
～NEW OPEN＜中日ビル＞～
1966年に名古屋・栄に誕生した「中日ビル」。老朽化のため2019年に閉館し2024年4月23日にあらたにグランドオープン。ショップ＆レストラン（名古屋初登場31店舗を含む、計93
のテナントが出店）、「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 名古屋」、中日ホール＆カンファレンス、オフィス、屋上広場で構成。1階の広小路通り側には、ブルーボトルコーヒー(BLUE 
BOTTLE COFFEE)が中部地方初出店。 https://chunichi-building.jp/

●5F 『全国物産観光センター」』↓ 1道14県のブースが集結。中京圏の
拠点として、ご当地の特産品や伝統工芸、文化や各地の特色や観光名所
などを発信しています。

●「焼肉丸明」↑ 岐阜県養老町に本店を構える飛騨牛精肉店のレ
ストラン業態。同ビル地下に精肉店の出店。イーアス春日井フードコート
ではカレー業態も展開。https://www.hidagyu-maruaki.co.jp/
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●「うまい魚が食べたくて」↓
オープンから一番の長蛇の列が絶えない
人気店。名古屋の飲食チェーン、
（株）SORA GROUPの和食・居酒屋
業態。 https://sora-g.jp/

冷凍食品・グローサリー・お菓子が充実

<３F/Pick up Restaurant>

●↑5F『全国センター広場』
約100坪の共有スペースでフロア
の中心の憩いの場。催し物開催
の場として利用されています。開
業時は「てしごと市」が開催。愛
知県産のスギや、東海地方の木
材を使った特注のテーブルや椅子
が置かれ、くつろぐことができます。

今回は、名古屋・栄＆横浜駅エリアに開業した複合施設のご紹介です。

受付・ロビー

【概要】
敷地面積:6,862㎡ 延床面積:約 117,000㎡
階数:地下5階、地上33階、塔屋1階
駐車場:地下自走式 約225台 駐輪場:約224台
事業主体:中部日本ビルディング株式会社
共同事業者:株式会社 中日新聞社設計

<地下街からのエントランス
>

●「カツレツMATUMURA bis」↑
低温カツレツレストラン。大名古屋ビルヂン
グ、ツルマガーデンにつぐ3店舗目。高級感
のあるお店作りでフレンチ風カツレツを提供。
https://www.katuretumatumura.j
p/

<外観>
<１F ブルーボトルコーヒー>

●←「名古屋コーチン鉄板酒場と
りしげ」名古屋コーチン卸業の鳥重
商店の業態。チキンカツランチは
ジューシーでボリュームがあり満足感
があります。店内の大型モニターで
は、スポーツ観戦はもちろん、ライブ
以外の時は、中日ドラゴンズの勝っ
た試合を上映。
https://teppansakabatorishi
ge.torisige.co.jp/


